
４月４日（火） 「落語を楽しむ会」＠国立演芸場 4月上席 

 

出演者と演題は添付写真参照 

12時 45分ぐらいに開口一番が金原亭 駒平（前座）の「道灌」で始まる。語り口がしっかりして

いると感じた前座なので鑑賞後に調べたら金原亭世之助に入門する前に小劇場俳優として活

動していたとのこと、数年後が楽しみと感じた。 

13時からの上席番組は二つ目 林家 なな子で始まる。拍手を強要する芸風は好きではない

が、それに応える観客と共に盛り上がっているから年寄りは出る幕が無いなと思いつつ、時間

が進んでいく。 

中入り前には柳家 小満ん師匠が「花見酒」で締める。大ベテランの噺は流石と思わせるが、お

年のせいか声が小さくて元気がないので掛け合いや花見風景まで湿ってしまい江戸の風景で

はなくなっていたのが寂しい。 

トリのまえに久しぶりに面白い噺を林家 しん平師匠で楽しんだ。「猫と金魚」と言う噺は学生時

代にラジオで円鏡師匠の噺を聞いて楽しかった思い出がある。この噺の原作者は「のらくろ」の

作家だそうで杉並三田会の先輩諸氏には年代的に馴染みのある方も居るのではないだろう

か。しん平師匠は初代三平師匠に入門した元暴走族と言う異色の経歴を持っているし、映画出

演の経歴も持つ。昔の三平師匠や円鏡師匠の匂いを感じさせる語り口で旦那と番頭のナンセ

ンスな会話噺を楽しむ事が出来た。 

トリの林家 正蔵師匠の「淀五郎」は定番で安心して聞けたが、時間が少なく残念だった。 

例会終了後には近くの平河町中華「幸福園」に有志が集まり、反省会も行い、楽しいひとときを

過ごした。 

素人の感想を入れつつ活動内容を紹介したが、少しでも落語に興味を持った方は情報提供も

含めて連絡を下さい。 

次回例会は 8月末頃の予定で詳細が決まり次第、杉並三田会HPで展開予定。奮ってご参加

下さい。 

（落語を楽しむ会 秋葉忠臣 記） 



    

      

 


